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一 般 会 計 70億4824万円 4.7％

国民健康保険 18億800万円 2.3％

後期高齢者医療 2億525万円 6.0％

土 地 取 得 441万円

下 水 道 事 業 6億8636万円 2.7％

合　　　計 97億5227万円 3.7％

増

増

増

増

同

減

7対4
可決

10対1
可決

全員賛成

可決

10対1
可決

全員賛成

可決

特
別
会
計

超えに
※四捨五入により合計が一致しないことがあります

　平成20年に創設されたふるさと応
援寄附金は、大刀洗町でも年々寄附
額が伸び、30年度には10億円を超
えました。このうち約４億7800万
円を基金に積み立て、寄附目的に従
った事業にあてることとしています。

　収入では、自主財源と言われる町民税や固定
資産税などの税収が全体の40.3％で、国や県か
らの交付金などの依存財源が59.7％となってい
ます。ふるさと応援寄附金は３億円を見込んで
います。
　支出では、中学校南校舎の大規模改修や菅野
橋の架け替え工事など、施設の建設・改修が増
加しています。学童保育所の増設や保育園の改
築も予定されています。

前年比

自

依

存

財
源

主
財

源

町税
14億2341万円

11億
4311万円

3億
3840万円

その他

3億
4330万円

町債

6億615万円
県支出金

国庫支出金

地方交付税交付金
17億8000万円

70億
4824万円 繰越金

繰入金など
14億
1388万円

収入

町の借り
入れ金です。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、私たちが払って
いる税金です。

自治体の規模や財政力
に応じて国から交付さ
れるお金です。

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれます。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。
（県支出金も）
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一般会計
予算の推移

61億
6551万

27年平
成

60億
4513万

28年平
成

61億
9031万

29年平
成

67億
2960万

30年平
成

70億
4824万
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ふるさと納税収入は
大きな伸び



31年度
予算

一般
会計は

初の70億円

　借入金である町債は、下水
道の借り入れを含めるとここ
数年は減少傾向にあります。
　いっぽう、町の貯金である
基金は、ふるさと応援寄附金
の増加などで積み増してきまし
たが、ここ２年は財政調整基
金を２～３億円ほど取り崩す当
初予算となっています。学校な
ど公共施設の改修も増え、基
金の計画的な活用が求められ
ます。

※昨年度までは一般会計にかか
る町債のみを掲載していました
が、今回から下水道事業など特
別会計の町債も合計に含めてい
ます。

民生費
26億2294万円

総務費
10億4601万円

衛生費
4億5286万円

農林水産業費
3億4313万円

公債費
4億6974万円

その他
5億
3746万円

土木費
8億6170万円

教育費
7億1440万円

70億
4824万円

支出

町の北部では30年度からほ場整備が進む

借り入れの
返済金です。

福祉に使う
お金です。

ごみ・し尿の
処理費です。

ふるさと納税
の返礼品代な
どはここに含
まれます。
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　３月定例会は、４日から22日までの会期で開かれ、31年度の当初予算をはじめ、小

中学校への空調設置費用や、教育委員の人事案などを審議し、いずれも可決しました。

　一般会計の予算は70億4824万円で、前年比３億2000万円の増で過去最大の額となっ

ています。

　当初予算の審議は４～８ページに、条例などの議案や賛否は９～10ページに掲載して

います。
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平成24年 25年 26年 27年 28年 30年
（見込み）

31年
（見込み）

29年

106億
8192万

106億
816万 95億

46万 88億
4000万

90億
8000万

104億
8409万 102億

3628万 98億
7881万

31億
3254万

32億
4441万

38億
9847万

38億
9376万33億

1694万
35億
8252万

35億
955万

35億
6269万

貯金と借金の状況は



老朽化のため園舎
を全面改築する 5460万円

2448万円

238万円

284万円

639万円

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク

 

今
年
の
注
目
事
業

トイレ改修や
空調も設置する予定 1億2330万円

2億1244万円

1億7000万円 入所児童が増えた
ため、隣接して２
棟目を建設

大堰地区（冨多）
に３棟目の住宅を
建設する

落橋した菅野橋を
幅員４mに拡幅し
て架け替える

プラマークのない
廃プラスチックを
回収して資源化する。
役場で回収し、大木町の事業所で処理

西鉄バスに大刀洗
町をPRするラッピングを施す

介護予防のため４校区
６教室で開催。
今年度から男性専科を
新設する

703万円

　
今
年
の
予
算
の
な
か
で
、

新
た
に
始
ま
る
取
り
組
み
や

注
目
の
事
業
を
集
め
て
み
ま

し
た
。

　
税
金
が
正
し
く
使
わ
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

大堰、本郷、
大刀洗小学校の和式
トイレを洋式に改修するための設計費用

（31年度分）

（　　　　　）イラストは太宰府地区を
運行するバスの例

中学校南校舎を
全面改修

大堰保育所の
建て替えに補助

菊池学童保育所を
増築

小学校のトイレ改修
設計委託

大堰地区
定住促進住宅購入

菅野橋を架け替え

健康体操教室

バスのラッピング
委託料

廃プラスチックの
運搬・処理
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議員
　

財
政
調
整
基
金（
財
調
）を
３
億
取

り
崩
す
予
算
だ
が
、
特
別
な
事
業
に

あ
て
る
の
か
。

課長
　

財
調
は
特
定
目
的
の
基
金
で
は

な
い
の
で
、
全
体
の
経
費
の
不
足

分
と
し
て
繰
り
入
れ
る
。
扶
助
費

の
増
加
に
よ
る
不
足
分
、
緊
急
告

知
防
災
ラ
ジ
オ
の
購
入
や
町
政
懇

談
会
で
の
住
民
要
望
に
応
え
る
た

め
の
事
業
な
ど
。

議員
　

ラ
ジ
オ
に
よ
る
災
害
告
知
の
シ
ス

テ
ム
と
は
。

課長
　

町
が
避
難
情
報
を
出
し
た
際
に

ド
リ
ー
ム
Ｆ
Ｍ
を
通
し
て
放
送
さ

れ
る
。
他
局
の
番
組
を
聴
い
て
い

て
も
切
り
替
わ
り
、
ス
イ
ッ
チ
が

切
れ
て
い
て
も
自
動
起
動
す
る
。

議員
　

ラ
ジ
オ
500
台
の
配
布
先
は
。
災
害

が
発
生
し
や
す
い
行
政
区
の
隣
組

長
や
実
行
組
合
長
に
も
配
布
で
き

な
い
か
。

課長
　

100
台
は
区
長
、民
生
委
員
と
学
校
、

保
育
園
な
ど
に
無
償
で
設
置
す
る
予

定
。
残
り
は
希
望
者
に
３
千
円
で
販

売
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
定
の

地
区
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

議員
　

特
定
空
家
対
策
と
空
家
バ
ン
ク
の

違
い
は
。

課長
　

特
定
空
家
対
策
は
危
険
な
空
き
家

が
対
象
。
空
家
バ
ン
ク
は
、
空
き
家

の
利
活
用
を
推
進
す
る
も
の
。

議員
　

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
委
託
費
用

と
は
。

課長
　

北
野
町
の
両
筑
苑
ま
で
運
行
さ
れ

て
い
る
西
鉄
バ
ス
を
上
高
橋
ま
で
延

伸
す
る
よ
う
協
議
中
。
バ
ス
の
車
体

に
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施

す
予
定
。

議員
　

委
託
料
の
内
訳
は
。

課長
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
人
件
費
が

224
万
円
、
販
路
拡
大
支
援
や
情
報
発

信
、
料
理
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ェ
フ

の
招
致
な
ど
に
110
万
円
と
、
間
接
経

費
が
50
万
円
。
入
札
で
は
な
く
随
意

契
約
と
し
て
い
る
。

議員
　

外
国
語
翻
訳
版
ご
み
の
出
し
方
作

成
と
は
。

課長
　

町
在
住
の
外
国
人
に
ご
み
の
出
し

方
を
徹
底
す
る
た
め
、
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
ネ
パ

31
年
度
予
算
の 

　
　
が
聞
き
た
い

コ
コ

予算
審議基

金
を
何
に
使
う
か

３億
3000万円

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
と
は

238万円

空
き
家
対
策
は

20万円

緊
急
防
災
ラ
ジ
オ
の活

用
は

495万円

ブ
ラ
ン
ド
推
進（
香
港
事
業
）

420万円

多
国
籍
化
へ
の
対
応
は

33万円

久留米市で配布されているチラシ
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当
初
予
算
は
、全
議
員
で

構
成
す
る
予
算
委
員
会
で

集
中
審
議
し
ま
す
。

　

議
員
間
で
の
討
議
と
討

論
を
へ
て
、最
終
的
に
多
数

決
で
可
否
を
決
定
し
ま
す
。



ー
ル
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
の
６
カ
国
語

を
作
成
す
る
。

議員
　

東
側
駐
車
場
の
ト
イ
レ
は
な
ぜ
撤

去
す
る
の
か
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
方
法
は
。

課長
　

ト
イ
レ
は
合
併
浄
化
槽
で
、
大
雨

時
は
浸
水
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
扉

を
壊
さ
れ
た
り
、
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ

る
な
ど
の
被
害
も
あ
り
、
使
用
頻
度

も
少
な
い
の
で
撤
去
す
る
。

　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
石
な
ど
が
浮
い
て

き
て
危
険
な
の
で
、
応
急
的
な
処
置

で
表
土
を
掻
い
て
石
を
拾
い
、
真
砂

土
を
入
れ
て
固
め
る
。

議員
　

お
む
つ
給
付
事
業
費
が
減
額
さ
れ

て
い
る
が
。

課長
　

介
護
保
険
の
基
準
が
厳
し
く
な

り
、
要
支
援
者
や
施
設
入
所
者
な
ど

を
対
象
か
ら
外
し
た
。

議員
　

風
疹
の
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
は

い
く
ら
か
か
る
の
か
。

課長
　

抗
体
検
査
に
６
７
０
０
円
。
検
査

を
し
た
人
の
１
～
２
割
が
陰
性
で
、

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

１
人
１
万
円
か
か
る
が
個
人
負
担
は

な
い
。

議員
　

保
育
士
の
奨
学
金
返
済
支
援
事

業
と
は
。

課長
　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
31
年
度

か
ら
採
用
す
る
保
育
士
の
奨
学
金

を
月
１
万
円
、
年
間
で
12
万
円
補

助
す
る
。

議員
　

落
橋
し
た
菅
野
橋
の
架
け
替
え
費

用
と
工
程
は
。

課長
　

災
害
復
旧
費
か
ら
工
事
費
ま
で
総

額
４
億
６
千
万
円
ほ
ど
。
町
の
負
担

は
、
事
業
申
請
の
調
査
な
ど
へ
の

７
千
万
円
と
事
業
費
の
１
～
２
％
。

現
在
の
幅
員
は
3.1
ｍ
だ
が
４
ｍ
に
拡

げ
る
。橋
桁
は
50
㎝
ほ
ど
高
く
な
る
。

今
か
ら
撤
去
作
業
に
入
り
、
来
年
度

に
下
部
工
事
、
再
来
年
度
に
上
部
工

事
の
予
定
。
目
北
橋
付
近
か
ら
搬
入

し
て
行
う
。

議員
　

大
刀
洗
小
に
設
置
さ
れ
る
通
級
指

導
教
室
と
、今
あ
る
教
室
の
現
状
は
。

課長
　

通
級
教
室
の
定
員
は
12
人
で
、
菊

池
小
に
３
ク
ラ
ス
、
中
学
校
に
１
ク

ラ
ス
開
設
し
て
い
る
。
去
年
の
菊
池

小
の
申
し
込
み
が
50
人
を
超
え
た
の

で
大
刀
洗
小
に
増
設
す
る
。

通
級
指
導
教
室
は

お
む
つ
補
助
は
な
ぜ
減
額

風
疹
の
予
防
接
種
は

252万円

備品代
3万円

660万円

保
育
士
確
保
の
た
め
に

150万円

菅
野
橋
の
架
け
替
え
は

２億
1244万円

総
合
運
動
公
園
の
整
備
は

97万円

安全な運動環境を

討 論一般会計
反 対
平山

反 対
花等

　国外ＰＲ旅費・ブランド推進委託料
は目的や効果が不明瞭。大堰に建設さ
れる３棟目の住宅は建設手法・将来へ
の負担・民間事業との関係など諸課題
が解決していない。

　町政懇談会や議会報告会で出た要望
に沿った事業が盛り込まれている。一
般質問による議員の意見が事業化され
ていることは大いに評価する。

　福祉・教育・社会資本整備などバラ
ンスのとれた内容。３億６千万円の起
債があるが８割は交付税措置があるた
め将来に負担をかけない予算になって
いる。

　30年も90％の入居率を維持しなけ
ればならないＰＦＩ方式の住宅建設に
は責任が持てない。ブランド推進事業
は十分な報告や説明もないままの継続
は疑問。

賛 成
平田（康）

賛 成
長野

たちあらい 議会だより  第162号
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住民の足をどうする
　近年、高齢化などで、移動手段の確保が課題になっています。
また、西鉄甘木線の利用者も減少しており、利用推進が求められています。
　行政からの提案を受け、議会でも、町内交通や鉄道利用に関する予算を可
決してきました。校区や地域でも独自の取り組みが進められています。

　周
辺
自
治
体
で
も

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ

ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、利
用
券
補
助

な
ど
取
り
組
み
が
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と

言
え
ま
す
。

鉄
道
の
利
用
促
進

●役場駐車場の一部を、大堰駅利用者に無料で貸し

出し（定期利用と一時利用あり）

●本郷駅周辺整備…送迎用自動車の待機場所を整備

●大堰駅周辺整備…送迎用自動車の待機場所を整備、

　　　　　　　　自転車駐輪場を整備

町
内
の
交
通
改
善

●西鉄バス北野線の上高橋までの延伸を検討、車体のラ
ッピングで町を宣伝

●町所有の10人乗りワゴン車を買い換え、大刀洗校区の
コミュニティバスにも活用

●役場にレンタサイクルを常備、観光客などに貸し出し
●町内の福祉施設と連携した買い物バスの運行
 　　　　　　　　　　　　　　　 （一部地域）

議員
　

施
設
の
最
適
整
備
構
想
と
は
。

課長
　

大
堰
と
栄
田
の
農
業
集
落
排
水
事

業
は
、
共
用
開
始
か
ら
22
年
経
過
し

修
繕
費
が
か
さ
ん
で
き
た
。
こ
の
構

想
を
策
定
す
る
と
国
費
補
助
を
受
け

て
改
修
更
新
工
事
が
で
き
る
。
平
成

32
年
度
ま
で
に
修
繕
化
計
画
を
作
る

必
要
が
あ
る
。

議員
　

国
保
税
の
収
入
見
込
み
が
１
千
万

円
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
が
原
因
は
。

課長
　

被
保
険
者
が
毎
年
100
名
ほ
ど
後
期

高
齢
者
に
移
行
し
て
い
る
。

議員
　

特
定
健
診
の
受
診
率
と
目
標
は
。

課長
　

受
診
率
は
49
％
で
、目
標
は
60
％
。

　

30
年
度
の
集
団
健
診
者
は
742
名
で

20
数
名
増
加
し
て
い
る
。
個
別
健
診

は
29
年
度
が
498
人
だ
っ
た
。
今
年
は

北
野
町
の
病
院
も
委
託
先
に
追
加
し

た
の
で
増
加
す
る
見
込
み
。

議員
　

対
象
者
と
効
果
は
。

課長
　

特
定
健
診
結
果
で
L
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
170
以
上
の
人
。
今
年
度

は
６
人
に
血
管
狭
さ
く
な
ど
が
見
つ

か
っ
た
。

▲1000万円1208万円

農
業
集
落
排
水
の
今
後
は

頸
部
エ
コ
ー
検
査
と
は

国
保
税
の
減
少
は

特
定
健
診
の
受
診
率
は

下
水
道
会
計
か
ら

国
民
健
康
保
険
会
計
か
ら

800万円

39万円

農業集落排水の終末処理場（大堰）

たちあらい 議会だより  第162号
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小
中
学
校
に
空
調
設
置
へ

補正
予算

議員
　

学
校
へ
の
空
調
設
置
費
の
補
助

割
合
は
。

課長
　

国
が
１
／
３
、
残
り
２
／
３
を
町

が
負
担
す
る
。
総
事
業
費
か
ら
す

る
と
国
の
補
助
割
合
は
15
％
。

議員
　

中
学
校
の
北
校
舎
に
、
従
来
型

の
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
、
光
冷
暖

と
い
う
空
調
設
備
を
導
入
し
た
い

と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
耐
久
性
、

安
全
面
は
大
丈
夫
か
。

課長
　

故
障
に
も
対
応
す
る
契
約
で
検

討
す
る
。
パ
ネ
ル
式
冷
暖
房
の
機

器
自
体
は
触
っ
て
危
な
い
も
の
で

は
な
い
。

議員
　

菅
野
橋
の
事
業
損
失
事
前
委
託

料
と
は
。

課長
　

架
け
替
え
工
事
に
と
も
な
う
振

動
で
、
家
屋
な
ど
の
被
害
が
な
い

か
ど
う
か
を
事
前
に
調
査
す
る
も

の
。
家
屋
８
件
、
倉
庫
６
件
、
井

戸
水
８
件
を
調
査
す
る
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
総
額

は
。

課長
　

２
月
21
日
現
在
で
、
２
万
１
５

２
３
件
の
９
億
７
４
１
０
万
円
。

　

補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
収
入
増
、
落
橋
し
た
菅
野
橋

の
復
旧
費
用
、
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
国
保
会
計
な
ど
３
件
の
補
正
予
算
も
可
決
し
ま
し
た
。

30年度補正予算

補正予算でのおもな増額分（一般会計）

光冷暖と呼ばれるパネル式の空調設備

※ふるさと応援寄附金の収入増は約１億円で、
　そのうちの約52%が返礼品経費、48%が基金への積み立てです

賛成討論

　空調設置は賛成だが、光冷暖に
ついて説明が足りない。設置方式
について再考を求める。

　児童の命を守ること、災害時に
避難所になることを考え、間違い
のない空調設備の実施を求める。

　機器選定などは十分検討し決定
された。早期に着工するためにも
予算を承認すべき。

平山

高橋

平田
（康）

たちあらい 議会だより  第162号
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３
月
議
会
で
は
、補

正
予
算
５
件
、人
事
２

件
、条
例
改
正
５
件
な

ど
を
審
議
し
、い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

（
賛
否
は
10
Ｐ
に
）

　 増　減　額 合　計　額

一般会計（2件） ２億8473万円 80億7111万円

国保会計 ▲841万円 17億6925万円

後期高齢者会計 882万円 １億9990万円

下水道会計 ▲2005万円 ６億8560万円

　 増　減　額

小中学校５校への空調設置 ３億2979万円

菅野橋の復旧関連 3900万円

ふるさと応援寄附金委託料 5200万円

基金に積み立て 4800万円



監
査
委
員
、教
育
委
員
に
同
意

人事
など

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
監
査
委
員
、
教
育

委
員
の
後
任
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
同
意
し
ま
し
た
。

議員
　

教
育
委
員
を
選
考
す
る
基
準
は
。

教育長
　

教
育
委
員
会
の
役
割
は
、
レ
イ
マ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
※
）で
、
広
く
一

般
住
民
の
立
場
か
ら
議
論
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
。
校
区
、
男
女
の

割
合
も
考
え
選
任
し
て
い
る
。

議員
　

義
務
教
育
の
経
験
者
を
１
人
は

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

教育長
　

義
務
制
の
経
験
者
を
入
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
教
育
委
員
会

制
度
の
趣
旨
に
合
う
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

人

　事

 

監
査
委
員

村山 真知子 さん（新）實藤 量德 さん（新）

任
期
は
令
和
５
年
５
月
ま
で

の
４
年
間
。

教
育
委
員

任
期
は
令
和
５
年
３
月
ま
で

の
４
年
間
。

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

会
議
の
結
果

31年度
予　算

一　般　会　計 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ー 可決

特別会計
国保、後期高齢者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー 可決

土地取得、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

30年度
補正予算

一般会計（専決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

一般会計、国保、後期高齢者、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

人　事
監査委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

教育委員の任命 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ー 同意

条例改正
職員退職組合、職員休業、職員勤務時間、
運動公園（全４件）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

学童保育所 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

意見書 種子法にかわる県独自条例の制定を求める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 採択

※議長は採決に加わりません。
私はこう判断（○…賛成、×…反対）

　

職
員
の
自
己
啓
発
休
業
条
例
、

運
動
公
園
に
関
す
る
条
例
な
ど
５

件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し

ま
し
た
。

種子法にかわる
県独自条例の制定を
求める意見書

提出議員　　　　黒木　德勝

　福岡県では、平成30年４

月１日の主要農作物種子法の

廃止後も、種子の安定供給に

関する基本要綱を制定し、以

前と同じ取り組みを継続して

いる。

　主要農作物の安定供給、品

質確保のために、内部規則に

すぎない要綱ではなく法的に

より強い種子法にかわる県条

例の制定を求めるもの。

そ
の
ほ
か
に

全会一致で採択し、福岡県

知事に意見書を送付しま

した。

たちあらい 議会だより  第162号
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※レイマン
　コントロールとは

　政治や行政の一部を一般市
民に委ねること。専門家だけ
の判断に偏ることなく、一般
市民のニーズを適切に施策へ
反映させるための仕組み。
レイマン（layman）は「素人」
を意味する言葉。



建設経済委員会

議会広報委員会

総務文教厚生委員会

議会運営委員会

30議会から視察受け入れ

全国町村 議会広報コンクール 年連続44

　種子法廃止に関する農業への影響と、県
独自の条例制定を求めることについて、２
回の委員会を開き調査しました。また、総
務文教厚生委員会と合同で、災害復旧や新
規事業予定の現地を調査しました。

　全国町村議長会が主催する議会広報コンクール
において、たちあらい議会だより第156号が6位
に入選しました。279紙の応募があるなか、4年
連続の入選です。住民の皆さんとの懇談企画や、
親しみやすい紙面づくりが評価されました。
　今後も、住民の皆さんとの双方向型の広報紙づ
くりを目指しがんばります。

　27年度の入賞以
降、３年間で全国30
議会からの視察を受
け入れ、活発に意見
交換しています。

入 選

鹿児島県曽於市議会の皆さんと

年  度 順  位

27年

28年

29年

30年

10位

9位

4位

6位

応募数

262紙

291紙

279紙

279紙

　移転新築された大刀洗学童保育所にて、
運営状況の説明を受けました。31年度は
菊池学童保育所の増設計画がありますが、
支援員の不足や勤務条件など課題も出され
ました。

　議会だよりの編集や、視察受け入れ、
フェイスブックの更新など、双方向型の
情報発信に取り組んでいます。

　議会基本条例にもとづく議員活動の検証
や、常任委員会の任期や担当の見直しにつ
いて、改選までに結論を出せるよう議論を
続けています。

災害箇所の調査（菅野橋） 新築の大刀洗学童保育所で

発行ごとに５回以上の会議を開催
モニター懇談も議運が担当

西日本新聞でも紹介されました

委 員 会 レポート

たちあらい 議会だより  第162号
平成31年4月発行11
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な
い
。
医
療
法
人
白
石
医
院
は

１
９
５
４
年
に
白
石
重
三
郎
院

長
が
開
業
以
来
、
約
65
年
間
、

地
元
の
地
域
医
療
を
担
っ
て
き

た
。
国
や
県
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
の
な
ら
、
大
刀
洗
診
療

所
の
よ
う
に
、
町
の
指
定
管
理

に
お
い
て
白
石
医
院
跡
地
を
医

療
機
関
と
し
て
残
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

議員
　

地
方
自
治
体
の
役
割

と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
に
も
、
地
域
医
療
の
必

要
性
、
利
便
性
な
ど
を
し
っ
か

り
と
調
査
研
究
し
、
弱
者
を
救

え
る
施
策
を
実
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町の医療を考えると
非常に残念

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

高橋　直也  議員

白石医院の支援は
できないか

一 般 質 問
町政を問う！

議員
　

本
郷
校
区
の
白
石
医

院
が
２
月
い
っ
ぱ
い
で

閉
院
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い
る
。

地
域
医
療
の
必
要
性
を
確
保
す

る
た
め
、
何
ら
か
の
形
で
存
続

で
き
る
よ
う
に
国
や
県
な
ど
に

支
援
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

課長
　

白
石
医
院
側
か
ら

福
岡
県
へ
病
院
診
療

所
廃
止
届
が
提
出
さ
れ
て
閉
院

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

県
に
対
し
て
町
が
閉
院
取
り
消

し
を
申
し
出
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。

議員
　

あ
の
地
域
に
は
医
療

機
関
が
な
く
て
は
な
ら

課長
　

町
と
し
て
は
、
白
石

医
院
跡
地
を
購
入
し
て

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る

考
え
は
な
い
。

議員
　

足
が
悪
い
お
年
寄
り

や
障
が
い
を
持
っ
た

人
、
車
の
免
許
を
持
た
な
い
人

で
も
通
院
で
き
る
状
態
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
今
後
、
町
全
体

と
し
て
医
療
機
関
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

課長
　

本
町
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
を
持

つ
方
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保

が
第
一
の
課
題
で
は
な
い
か
と

思
う
。
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な
い
。
医
療
法
人
白
石
医
院
は

１
９
５
４
年
に
白
石
重
三
郎
院

長
が
開
業
以
来
、
約
65
年
間
、

地
元
の
地
域
医
療
を
担
っ
て
き

た
。
国
や
県
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
の
な
ら
、
大
刀
洗
診
療

所
の
よ
う
に
、
町
の
指
定
管
理

に
お
い
て
白
石
医
院
跡
地
を
医

療
機
関
と
し
て
残
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

議員
　

地
方
自
治
体
の
役
割

と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
に
も
、
地
域
医
療
の
必

要
性
、
利
便
性
な
ど
を
し
っ
か

り
と
調
査
研
究
し
、
弱
者
を
救

え
る
施
策
を
実
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

議員
　

ピ
ロ
リ
菌
が
引
き

起
こ
す
病
気
に
は
胃

が
ん
の
ほ
か
胃
潰か

い
よ
う瘍

や
十
二
指

腸
潰
瘍
な
ど
が
あ
る
。
特
に
潰

瘍
患
者
は
90
％
以
上
が
原
因
と

の
こ
と
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

課長
　

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
療

法
が
胃
が
ん
の
リ
ス
ク

を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
研
究
結

果
が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

感
染
者
の
す
べ
て
が
胃
が
ん
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
。

議員
　

除
菌
す
る
こ
と
で
胃

が
ん
や
胃
潰
瘍
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
あ
る
。

検
査
費
用
は
一
人
当
た
り

３
４
０
０
円
程
度
で
あ
り
、
健

診
に
あ
わ
せ
て
行
え
ば
比
較
的

町の医療を考えると
非常に残念

実施する予定はない

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

中
学
２
年
生
全
員

を
対
象
に
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
し
て
も
経
費

は
46
万
円
程
度
で
す

よ
。
ふ
る
さ
と
納
税

　

10
億
円
の
出
番

　
　

で
は
。

課長教育長

容
易
に
検
査
で
き
る
。
中
学
生

を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

教育長
　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
学

校
保
健
法
施
行
規
則
で

検
査
項
目
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。
実
施
す
る
予
定
は
な
い

が
、
実
施
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
調
査
研
究
し
た
い
。

議員
　

町
民
を
対
象
と
し
て

50
歳
ご
ろ
か
ら
人
間
ド

ッ
ク
を
実
施
で
き
な
い
か
。

課長
　

す
で
に
40
歳
か
ら
55

歳
ま
で
を
対
象
と
し
て

５
年
お
き
に
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

経
費
や
個
人
負
担
は
。

対
象
者
や
受
診
者
数
は
。

課長
　

１
人
当
た
り
の
経
費

は
３
万
３
千
円
で
、
う

ち
個
人
負
担
は
３
千
円
。
町
は

90
万
円
支
出
し
て
い
る
。
対
象

者
136
名
の
う
ち
受
診
者
は
27
名

で
、
受
診
率
は
20‌

%
程
度
。

平田　康雄  議員

議員
　

が
ん
の
発
生
率
は
50

歳
ご
ろ
か
ら
高
く
な
る

傾
向
に
あ
る
。
60
歳
以
上
も
受

診
対
象
に
す
べ
き
で
は
。

課長
　

経
費
の
増
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
内
部
で
協

議
・
検
討
し
た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

地
域
住
民
が
安
心

し
て
医
療
機
関
に
通

え
る
環
境
を
早
急
に

構
築
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ピロリ菌に関する新聞記事

白石医院の支援は
できないか

ピロリ菌検査を
実施してはどうか

議員
　

本
郷
校
区
の
白
石
医

院
が
２
月
い
っ
ぱ
い
で

閉
院
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い
る
。

地
域
医
療
の
必
要
性
を
確
保
す

る
た
め
、
何
ら
か
の
形
で
存
続

で
き
る
よ
う
に
国
や
県
な
ど
に

支
援
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

課長
　

白
石
医
院
側
か
ら

福
岡
県
へ
病
院
診
療

所
廃
止
届
が
提
出
さ
れ
て
閉
院

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

県
に
対
し
て
町
が
閉
院
取
り
消

し
を
申
し
出
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。

議員
　

あ
の
地
域
に
は
医
療

機
関
が
な
く
て
は
な
ら

課長
　

町
と
し
て
は
、
白
石

医
院
跡
地
を
購
入
し
て

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る

考
え
は
な
い
。

議員
　

足
が
悪
い
お
年
寄
り

や
障
が
い
を
持
っ
た

人
、
車
の
免
許
を
持
た
な
い
人

で
も
通
院
で
き
る
状
態
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
今
後
、
町
全
体

と
し
て
医
療
機
関
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

課長
　

本
町
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
を
持

つ
方
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保

が
第
一
の
課
題
で
は
な
い
か
と

思
う
。

問.

60
歳
以
上
も
人
間
ド
ッ
ク
を

40
歳
か
ら
55
歳
ま
で
実
施
し
て
い
る

課
長

閉院となった白石医院（栄田）
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

災
害
関
連
事
業
が

佐
田
川
、
小
石
原
川
、

大
刀
洗
川
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
な
説
明
が
地
元

　

に
さ
れ
て
い
る
の

　
　

か
な
？

９件あり、
相続人を探している

県から明確な回答は
得ていない

町長

黒木　德勝  議員

議員
　

床
島
地
区
の
佐
田
川

と
長
田
川
の
橋
の
架
け

替
え
工
事
の
対
応
は
。

町長
　

県
は
既
存
の
橋
梁
撤

去
に
と
も
な
う
移
転
補

償
の
調
査
や
、
新
し
い
橋
の
建

設
に
か
か
る
測
量
・
物
件
調
査

を
発
注
し
て
お
り
、
今
後
は
用

地
交
渉
の
た
め
の
土
地
鑑
定
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
新
年

度
の
用
地
取
得
の
予
算
化
の
状

況
に
つ
い
て
明
確
な
回
答
は
得

ら
れ
て
い
な
い
。

議員
　

用
地
交
渉
と
堤
防
強

化
は
。

課長
　

佐
田
川
橋
架
け
替
え

予
定
地
の
上
流
の
左
岸

側
か
ら
漏
水
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
、
堤
防
盛
り
土
工
事
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
用
地
交

渉
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
は

あ
っ
て
い
な
い
が
、
筑
後
川
河

川
事
務
所
や
県
土
整
備
事
務
所

と
協
力
し
て
推
進
し
た
い
。

議員
　

総
務
省
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
ギ
フ
ト
券
を
付
与
し
た
31
自

治
体
を
基
準
違
反
と
し
て
公
表

し
た
。
当
町
も
含
ま
れ
て
い
た

が
、
違
反
の
詳
細
は
。

町長
　

違
反
で
は
な
い
と
理

解
し
て
い
た
が
、
ポ
イ

ン
ト
付
与
は
返
礼
品
と
み
な
す

と
の
通
知
が
新
た
に
出
さ
れ
た

た
め
、
す
ぐ
に
解
除
し
た
。
広

報
紙
で
説
明
し
た
い
。

議員
　

現
在
の
返
礼
品
の
詳

細
な
内
訳
は
。

町長
　

寄
附
額
別
の
内
訳
で

は
、
米
・
野
菜
な
ど
が

１
５
０
０
万
円
。
食
肉
・
食
肉

加
工
品
な
ど
が
５
０
９
７
万
円
、

酒
類
・
そ
の
他
食
品
な
ど
が

５
千
万
円
、
そ
の
他
製
造
品
な

ど
が
８
億
３
千
万
円
で
あ
る
。

副町長
　

次
の
所
有
者
が
決
ま

る
ま
で
は
管
理
責
任
は

元
の
相
続
人
に
残
る
が
、
所
有

者
の
い
な
い
不
動
産
が
町
内
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
税
徴

収
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合

は
、
町
が
相
続
財
産
管
理
人
を

申
請
す
る
場
合
が
あ
る
。

多
い
。

教育長
　

ど
れ
を
と
っ
て
も
問

題
は
生
じ
る
の
で
、
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

佐田川橋の架け替えと
堤防強化は

　　 相続人不明の土地は
　　 あるか

架け替えが予定されている佐田川橋

議員
　

所
有
者
、
相
続
人
不

明
に
よ
り
税
徴
収
で
き

て
い
な
い
物
件
は
あ
る
か
。

課長
　

現
在
９
件
で
、
相
続

人
を
探
し
て
い
る
。

議員
　

相
続
放
棄
を
前
提
に

町
に
寄
附
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
は
。

課長
　

条
例
な
ど
の
基
準
は

制
定
し
て
い
な
い
。
各

課
で
協
議
し
受
領
を
判
断
す
る
。

議員
　

相
続
を
放
棄
し
た

と
し
て
も
、
土
地
建
物

の
管
理
責
任
は
民
法
に
基
づ
き

元
相
続
人
に
残
る
と
考
え
て
い

い
か
。

議員
　

民
法
改
正
に
よ
り
成

年
年
齢
が
18
歳
に
な

る
。
今
後
、
成
人
式
は
何
歳
で

実
施
す
る
の
か
。

教育長
　

関
係
府
省
庁
と
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
検
討
中
で
ま

っ
た
く
結
論
が
出
て
い
な
い
。

議
員
の
考
え
は
。

議員
　

20
歳
で
す
べ
き
と
思

う
。
18
歳
で
は
受
験
と

重
な
る
。
法
律
ど
お
り
だ
と

２
０
２
３
年
に
３
学
年
同
時
期

の
実
施
と
な
り
、
場
所
、
実
行

委
員
の
構
成
変
更
な
ど
問
題
が

問.

ふ
る
さ
と
納
税
の
ギ
フ
ト
券
問
題
は

広
報
紙
で
説
明
す
る

町
長

問.

成
人
式
は
何
歳
で
実
施
す
る
の
か

検
討
中
で
結
論
が
出
て
い
な
い

教
育
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

課長

林　威範  議員

副町長
　

次
の
所
有
者
が
決
ま

る
ま
で
は
管
理
責
任
は

元
の
相
続
人
に
残
る
が
、
所
有

者
の
い
な
い
不
動
産
が
町
内
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
税
徴

収
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合

は
、
町
が
相
続
財
産
管
理
人
を

申
請
す
る
場
合
が
あ
る
。

　　 相続人不明の土地は
　　 あるか

　

相
続
放
棄
し
た
ら

す
べ
て
手
放
せ
る
と

思
っ
て
い
る
人
が
多

い
。管
理
責
任
は
残
る

こ
と
を
町
と
し
て
も

周
知
し
て
ほ
し
い
。

議員
　

町
税
や
国
保
税
、
下

水
道
使
用
料
な
ど
の
滞

納
は
、
納
税
者
、
利
用
者
の
公

平
感
、
信
頼
感
を
損
な
う
。
滞

納
者
へ
の
徴
収
方
法
と
対
策
は
。

課長
　

納
期
限
後
20
日
以
内

に
督
促
状
の
発
送
、
文

書
催
告
、
電
話
連
絡
、
戸
別
訪

　

寄
附
金
は
不
安
定

な
財
源
で
は
あ
る
が
、

住
民
が
実
感
で
き
る

施
策
を
考
え
る
こ
と

は
地
域
活
性
化
へ
つ
な

が
る
の
に
。

問
な
ど
を
行
い
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

事
情
に
よ
っ
て
は
分
割
納
付
も

認
め
て
い
る
。

議員
　

徴
収
で
き
な
か
っ
た

税
を
欠
損
処
分
し
て
い

る
が
、
こ
の
判
断
の
根
拠
は
。

課長
　

根
拠
は
地
方
税
法
で

あ
る
。
徴
収
の
権
利
が

消
滅
す
る
も
の
を
対
象
と
し
て

お
り
、
滞
納
処
分
で
き
る
財
産

が
な
い
も
の
、
生
活
を
窮
迫
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
、
行
方

不
明
、
納
期
限
５
年
を
経
過
し

た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
は
ど
の
よ
う
な
事
業

に
活
用
さ
れ
た
か
。

町長
　

29
年
度
は
、
教
育
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
、

図
書
購
入
、
子
育
て
支
援
な
ど
。

30
年
度
は
小
・
中
学
校
の
空
調

整
備
、
今
村
天
主
堂
ト
イ
レ
や

運
動
公
園
改
修
、
西
鉄
駅
の
自

動
車
待
機
所
用
地
購
入
な
ど
。

議員
　

ふ
る
さ
と
応
援
基

金
が
増
え
た
こ
と
を

町
民
が
実
感
で
き
る
施
策
は
。

区
長
要
望
に
対
す
る
予
算
の
増

額
は
。

長野　正明  議員

町長
　

区
長
要
望
に
つ
い
て

は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

使
い
方
は
今
後
の
検
討
課
題
。

公平の観点からも適切な徴税を

税、使用料の滞納対策は

議員
　

所
有
者
、
相
続
人
不

明
に
よ
り
税
徴
収
で
き

て
い
な
い
物
件
は
あ
る
か
。

課長
　

現
在
９
件
で
、
相
続

人
を
探
し
て
い
る
。

議員
　

相
続
放
棄
を
前
提
に

町
に
寄
附
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
は
。

課長
　

条
例
な
ど
の
基
準
は

制
定
し
て
い
な
い
。
各

課
で
協
議
し
受
領
を
判
断
す
る
。

議員
　

相
続
を
放
棄
し
た

と
し
て
も
、
土
地
建
物

の
管
理
責
任
は
民
法
に
基
づ
き

元
相
続
人
に
残
る
と
考
え
て
い

い
か
。

議員
　

民
法
改
正
に
よ
り
成

年
年
齢
が
18
歳
に
な

る
。
今
後
、
成
人
式
は
何
歳
で

実
施
す
る
の
か
。

教育長
　

関
係
府
省
庁
と
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
検
討
中
で
ま

っ
た
く
結
論
が
出
て
い
な
い
。

議
員
の
考
え
は
。

議員
　

20
歳
で
す
べ
き
と
思

う
。
18
歳
で
は
受
験
と

重
な
る
。
法
律
ど
お
り
だ
と

２
０
２
３
年
に
３
学
年
同
時
期

の
実
施
と
な
り
、
場
所
、
実
行

委
員
の
構
成
変
更
な
ど
問
題
が

戸別訪問などで対応課長

相続放棄にどう対応するか

☆
そ
の
ほ
か
に
、
地
域
お
こ
し
協

　

力
隊
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問.

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
活
用
は

寄
附
者
の
選
択
を
尊
重

町
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
る
町
内
在
住
の

職
員
は
17.4
％
だ
け
??

　

そ
れ
じ
ゃ
説
得
力

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

今のところない教育長

安丸眞一郎  議員

議員
　

児
童
が
犠
牲
に
な

る
犯
罪
事
案
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
当
町
の
防
犯

対
策
は
。

教育長
　

日
ご
ろ
か
ら
児
童
に

対
し
て
、
一
人
で
行
動

し
な
い
な
ど
の
指
導
や
、
警
察

の
協
力
を
得
て
不
審
者
対
応
の

指
導
、
保
護
者
に
は
安
心
メ
ー

ル
で
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

議員
　

犯
罪
を
未
然
に
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
特
に

新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配

布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教育長
　

企
業
か
ら
寄
贈
の
安

全
笛
を
毎
年
新
１
年
生

に
配
布
し
て
い
る
。
防
犯
ブ
ザ

ー
を
配
布
す
る
予
定
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
物
を
持
た
せ
る
よ

り
も
、
ど
ん
な
場
合
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
交
通
安
全
や
登
下
校
の

安
全
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
さ

せ
て
い
き
た
い
。

議員
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
状
況
と
取
得

向
上
の
取
り
組
み
は
。

町長
　

１
月
末
で
10
・
２
％

と
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
２
月
１
日
か
ら
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
あ

わ
せ
て
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ

ー
、
広
報
紙
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
、
校
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
張

申
請
を
35
回
実
施
し
た
こ
と
で

341
人
増
加
し
た
。

議員
　

具
体
的
な
目
標
は
。

課長
　

31
年
度
末
ま
で
に
県

平
均
の
13
・
４
％
を
超

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

防犯ブザーを
配布する考えは

1世帯6万2千円の負担増

課長
　

小
売
り
事
業
者
数
は

82
、
非
課
税
業
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
複
数
税
率

な
ど
の
新
制
度
が
業
者
に
負
担

が
重
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

住
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ

る
場
合
は
周
知
を
は
か
り
た
い
。

課長
　

今
後
も
引
き
続
き
提

供
す
る
予
定
。

　　 消費税増税の
　　 町内影響は

議員
　

政
府
は
10
月
か
ら
消

費
税
増
税
を
計
画
し
て

い
る
が
、
た
だ
で
さ
え
冷
え
込

ん
で
い
る
経
済
に
致
命
的
な
打

撃
を
与
え
る
。
町
内
へ
の
影
響

と
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

課長
　

国
の
試
算
で
は
総
額

4.6
兆
円
の
負
担
増
で
、

１
世
帯
あ
た
り
６
万
２
千
円
の
増

と
し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、
低

所
得
者
な
ど
特
定
の
対
象
者
へ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
の

発
行
を
予
定
。

議員
　

複
数
税
率
や
課
税
証

明
書
な
ど
、
事
業
者
に

と
っ
て
も
過
酷
な
制
度
で
は
な

い
か
。
町
内
の
事
業
者
数
と
非

課
税
業
者
は
。

議員
　

安
倍
首
相
は
「
自
治

体
が
自
衛
官
募
集
に
非

協
力
的
」
な
ど
と
改
憲
を
訴
え

て
い
る
が
、
情
報
提
供
に
つ
い

て
当
町
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。課長

　

適
齢
者
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
提
供

し
て
い
る
。

議員
　

自
衛
隊
法
は
「
提
供

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
の
み
で
、
多
く
の
自
治
体

は
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本
人

同
意
な
し
の
提
供
に
は
応
じ
て

い
な
い
の
で
は
。
中
止
を
。

地域の方々に見守られて元気に登校

問.

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推
進
を

35
回
の
出
張
申
請
な
ど
を
実
施

町
長

問.

自
衛
隊
か
ら
の
依
頼
に
ど
う
対
応

適
齢
者
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る

課
長

☆
そ
の
ほ
か
に
、
菊
池
学
童
保
育

　

所
増
設
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ

　

い
て
質
問
し
た
。

☆
そ
の
ほ
か
に
、
保
育
料
の
無
償

　

化
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に

　

つ
い
て
質
問
し
た
。
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追跡
リポート

　
公
共
施
設
の
管
理
計

画
に
よ
れ
ば
、
中
央
公

民
館
は
第
１
期
の
10
年

計
画
の
中
で
大
規
模
改

修
を
す
る
と
あ
る
が
、

実
施
は
い
つ
か
。

　31
年
度
に
向
け
、

改
修
基
本
計
画
の
策

定
費
を
要
望
し
た
が

予
算
化
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
は
公
共
施

設
の
個
別
施
設
計
画

を
策
定
す
る
中
で
改

修
時
期
を
検
討
す
る

予
定
。

答
検
討
中

　一般質問で、町長などが「検討する」と回答した内容
について、その後の対応状況を３か月以内に報告して
もらうことができます。
　質問に対する町の回答を報告します。

中
央
公
民
館
の
改
修
は

　（
安
丸
眞
一
郎
議
員
、
平
成
30
年
12
月
議
会
）

手 話
日程

声

通訳あります
議会の を
お知らせしています

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

回
覧
チ
ラ
シ
で

イ
ン
タ
ー

　ネ
ッ
ト
で
お気軽に傍聴にお越しください。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

課長

平山　賢治  議員

課長
　

小
売
り
事
業
者
数
は

82
、
非
課
税
業
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
複
数
税
率

な
ど
の
新
制
度
が
業
者
に
負
担

が
重
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

住
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ

る
場
合
は
周
知
を
は
か
り
た
い
。

課長
　

今
後
も
引
き
続
き
提

供
す
る
予
定
。

　　 消費税増税の
　　 町内影響は

　

本
人
同
意
な
し
の

情
報
提
供
は
た
だ
ち

に
中
止
す
べ
き
で
す
。

改
憲
の
目
的
も
こ
こ

に
あ
る
と
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

議員
　

政
府
は
10
月
か
ら
消

費
税
増
税
を
計
画
し
て

い
る
が
、
た
だ
で
さ
え
冷
え
込

ん
で
い
る
経
済
に
致
命
的
な
打

撃
を
与
え
る
。
町
内
へ
の
影
響

と
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

課長
　

国
の
試
算
で
は
総
額

4.6
兆
円
の
負
担
増
で
、

１
世
帯
あ
た
り
６
万
２
千
円
の
増

と
し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、
低

所
得
者
な
ど
特
定
の
対
象
者
へ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
の

発
行
を
予
定
。

議員
　

複
数
税
率
や
課
税
証

明
書
な
ど
、
事
業
者
に

と
っ
て
も
過
酷
な
制
度
で
は
な

い
か
。
町
内
の
事
業
者
数
と
非

課
税
業
者
は
。

議員
　

安
倍
首
相
は
「
自
治

体
が
自
衛
官
募
集
に
非

協
力
的
」
な
ど
と
改
憲
を
訴
え

て
い
る
が
、
情
報
提
供
に
つ
い

て
当
町
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。課長

　

適
齢
者
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
提
供

し
て
い
る
。

議員
　

自
衛
隊
法
は
「
提
供

を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
の
み
で
、
多
く
の
自
治
体

は
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本
人

同
意
な
し
の
提
供
に
は
応
じ
て

い
な
い
の
で
は
。
中
止
を
。

形態や種類により複雑な税率が



モ ニ タ ー議会

３月27日に定例の意見交換会を開き、議
会運営や審議内容について活発に議論しま
した。

議会基本条例の検証は、これまでは議会の自己評価のみでしたが、今
年からはモニターの皆さんも評価に加わってもらい、課題をより明らか
にする予定です。
今回は、意見交換会の定例化や、議会報告会でのグループ形式での対
話など、住民と議会のつながりを評価する意見もいただきました。
いっぽう、寄せられた意見を議会で議論しお返しすることには課題が
あり、今後も改善が必要と考えています。

公民館サークル「座・たちあらい
楽集塾」の10名の皆さんと全議員で
意見交換しました。
災害対策、ふるさと納税の活用や
財政問題など、町の課題について多
様な意見が出されました。

懇談
議会の
ご意見番

の

みなさんと

　今回も施行日をさかのぼる議案
が可決されたが、再発防止の対策
などは。

　議会終了後の議会運営委員会で
協議し、必要であれば議長を通じ
て執行部に申し入れています。

議会改革は進んでいる？

　一般質問の項目は、議員が自分
で考えたことか、それとも町民の
意見を集約したものか。

　両方あります。要望を受けて質
問する場合や、こうあってほしい
と自分の思いで質問することもあ
ります。

　種子法の条例化を求める意見書
採択はおおいに賛成。ほかにも陳
情が提出されていたがどう扱われ
たのか。

　陳情は議会運営委員会で協議
し、配布のみにとどめましたが、
各議員が発議するのは差しつかえ
ありません。

住民サービスの持続のため
に、目先のことだけでなく、
長期的に財源を考える必要が
ある。

都市計画道路の整備が進んで
いない。歩道の整備も遅れて
いるのではないか。

高齢化社会に向けて、地域コ
ミュニティの充実や財政のた
くわえも必要と思う。

毎年のように地震や水害が発
生する。防止策と発生時の適
切な対応が大事。

　委員会で女性区長の登用が話題
になったとき、あまり議論が進ま
なかったが。

　女性の参画について、議会も真
剣に議論すべきとのご意見として
受け止めます。

　
今
年
の
評
価
報
告
は

５
月
に
公
表
予
定
で
す
。

議会報告会
今年 も開 催 し ま す

９
年
目
と
な
る
今
年
も
、
町
内

４
か
所
の
校
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
全
議
員
が
参
加
し
ま
す

の
で
都
合
の
よ
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

小
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
懇
談
で
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
議
会
で
検
討

し
て
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、議
会
で
対

応
を
協
議
し
、町
へ
の
政
策
提
言
や
議
会
の
活
動

改
善
に
生
か
し
ま
す
。

議
会
報
告
会

５月８月 ６月

と
り
ま
と
め
、政
策
提
言

分
野
別
に
整
理
し
、

委
員
会
で
対
応
を
協
議

生
か
し
ま
す

み
な
さ
ん
の

声

5月15日（水）

5月16日（木）

5月22日（水）

5月23日（木）

時間はいずれも午後７時から時間はいずれも午後７時から

大刀洗・南部
コミュニティセンター

大堰交流センター

本郷ふれあいセンター

菊池・就業改善センター

座・たちあらい
楽集塾の
みなさんと

財政

道路

地域

災害
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モ ニ タ ー議会

３月27日に定例の意見交換会を開き、議
会運営や審議内容について活発に議論しま
した。

議会基本条例の検証は、これまでは議会の自己評価のみでしたが、今
年からはモニターの皆さんも評価に加わってもらい、課題をより明らか
にする予定です。
今回は、意見交換会の定例化や、議会報告会でのグループ形式での対
話など、住民と議会のつながりを評価する意見もいただきました。
いっぽう、寄せられた意見を議会で議論しお返しすることには課題が
あり、今後も改善が必要と考えています。

公民館サークル「座・たちあらい
楽集塾」の10名の皆さんと全議員で
意見交換しました。
災害対策、ふるさと納税の活用や
財政問題など、町の課題について多
様な意見が出されました。

懇談
議会の
ご意見番

の

みなさんと

　今回も施行日をさかのぼる議案
が可決されたが、再発防止の対策
などは。

　議会終了後の議会運営委員会で
協議し、必要であれば議長を通じ
て執行部に申し入れています。

議会改革は進んでいる？

　一般質問の項目は、議員が自分
で考えたことか、それとも町民の
意見を集約したものか。

　両方あります。要望を受けて質
問する場合や、こうあってほしい
と自分の思いで質問することもあ
ります。

　種子法の条例化を求める意見書
採択はおおいに賛成。ほかにも陳
情が提出されていたがどう扱われ
たのか。

　陳情は議会運営委員会で協議
し、配布のみにとどめましたが、
各議員が発議するのは差しつかえ
ありません。

住民サービスの持続のため
に、目先のことだけでなく、
長期的に財源を考える必要が
ある。

都市計画道路の整備が進んで
いない。歩道の整備も遅れて
いるのではないか。

高齢化社会に向けて、地域コ
ミュニティの充実や財政のた
くわえも必要と思う。

毎年のように地震や水害が発
生する。防止策と発生時の適
切な対応が大事。

　委員会で女性区長の登用が話題
になったとき、あまり議論が進ま
なかったが。

　女性の参画について、議会も真
剣に議論すべきとのご意見として
受け止めます。

　
今
年
の
評
価
報
告
は

５
月
に
公
表
予
定
で
す
。

議会報告会
今年 も開 催 し ま す

９
年
目
と
な
る
今
年
も
、
町
内

４
か
所
の
校
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
全
議
員
が
参
加
し
ま
す

の
で
都
合
の
よ
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

小
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
懇
談
で
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
議
会
で
検
討

し
て
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、議
会
で
対

応
を
協
議
し
、町
へ
の
政
策
提
言
や
議
会
の
活
動

改
善
に
生
か
し
ま
す
。

議
会
報
告
会

５月８月 ６月

と
り
ま
と
め
、政
策
提
言

分
野
別
に
整
理
し
、

委
員
会
で
対
応
を
協
議

生
か
し
ま
す

み
な
さ
ん
の

声

5月15日（水）

5月16日（木）

5月22日（水）

5月23日（木）

時間はいずれも午後７時から時間はいずれも午後７時から

大刀洗・南部
コミュニティセンター

大堰交流センター

本郷ふれあいセンター

菊池・就業改善センター

座・たちあらい
楽集塾の
みなさんと

財政

道路

地域

災害
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

6月11日（火）～21日（金）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

6月17日（月）、18日（火）

表

風

紙

景

新
有
権
者
の

「
声
」

編
集
後
記

の

　

高
校
を
卒
業
し
て
大
学

進
学
と
の
こ
と
で
す
が
、

気
持
ち
に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
何
で
も
自

分
で
し
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
将
来
の
夢
に
つ
な
が
る

勉
強
が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
。
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

18
歳
で
選
挙
権
を
得
ま

し
た
。
投
票
し
ま
す
か
。

　

候
補
者
を
調
べ
て
投
票

し
ま
す
。
自
分
が
住
ん
で

い
る
所
を
良
く
し
た
い
な
ら
投
票

に
行
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
が
見
る
大
刀
洗

の
い
い
と
こ
ろ
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
は
。

　

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
や
ミ
ニ

デ
イ
な
ど
で
多
く
の
大
人

と
話
せ
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
他
の
世
代
と
関
わ
れ
る
場

が
増
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
知
り
合
い
の
お
子

さ
ん
を
預
か
っ
た
と
き
に
、
外
で

遊
べ
る
場
所
が
少
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
遊
具
が
あ
る
公
園
が
増
え

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
も
っ
と
外

で
遊
ぶ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
も
残

す
と
こ
ろ
１
回
と
な
り
ま
し
た
。コ

ン
ク
ー
ル
で
４
年
連
続
入
賞
し
た

も
の
の
、今
で
も
毎
号
バ
タ
バ
タ
と

作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。パ
タ
ー

ン
化
す
れ
ば
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
、工

夫
を
こ
ら
そ
う
と
す
る
と
時
間
が

か
か
る
。次
の
任
期
の
広
報
委
員
に

し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
た
め
に
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
も
な
ん
と
か
出
来
あ
が
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
、ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
花
等
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

林　
　

威

範

安

丸

眞

一

郎

平

田

康

雄

花

等

順

子

ふ
る
さ
と
を

良
く
す
る
た
め
に
投
票
へ

守
部   

秋
山 

絵
理
さ
ん

　

ふ
る
さ
と
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア

を
大
人
た
ち
に
教
え
て

ほ
し
い
で
す
。	

（
林
）

聞き手から

　

本
郷
小
の
入
学
式
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
48
人
で
し
た
。


